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えくださったKen Asano、Kathryn Akasaka、Mary 
Burkittの３氏には心より謝辞をささげたい。
＜要　旨＞
　日本人と言語や文化の異なる外国人に，我が国の歴史文化の魅力を分かりやすく伝えるには，既存の日本語パンフレッ
トを翻訳するだけではなく，グローバルスタンダードな歴史教養に，日本史や盛岡市の歴史・文化財の価値を落とし込
み，解説する必要がある。これは，文化庁「文化財の英語解説の在り方について」（平成28年７月）報告に明らかである。
　日本史に明るくなく，文化受容経験の異なる外国人に対し，歴史的な価値を伝えるためには，我が国の歴史や文化の
背景を理解するための前提となる基本的情報を外国語で解説しなければならない。このためには，外国人が求める我が
国の歴史を知る上での常識的な情報は何か，それを理解するためにどのような説明が必要かを明確に整理することが求
められる。また併せて，外国人が我が国の歴史や文化財を目の当たりにした際に，何を知りたいのか，何に魅力を感じ，
興味を持つのか，を理解したうえで，私たちにとっては当たり前の事象でも，鑑賞時の経験値、視点が異なることに留
意した解説をする必要がある。
　これらの視点を整理，分析し，従来のように漫然と歴史・文化を「直訳的」に紹介するのではなく，より関心を深め
ていただける解説方法の研究・獲得が必要である。本調査は，外国人へのアンケート等を通じて，ニーズに実態を把握
しながら，その手法を獲得することを目指した。
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アンケート内容
１　いままで紫波城古代公園を訪れたことがありますか。
２　訪れたことがある方に伺います。訪れたときガイドの方の説明を受けましたか。
３　それは英語でしたか。
４　ガイドの説明内容はよく理解できましたか。
５　どういう点がよく理解できましたか。具体的にお書きください。
６　どういう点がよく理解できませんでしたか。またどういう点に気をつければよいと思
いますか。具体的にお書きください。
７　今回紫波城古代公園を訪れてみて、何を感じましたか。
８　この地域の古代の歴史について理解できましたか。
９　どのようなことが理解できましたか。またどのようなことが理解できませんでした
か。具体的にお教えください。
10　本日の見聞で、皆さんがもっとも興味深かったものは何ですか。
11　皆さんのお立場から、この公園が外国の方によりいっそう興味をもたれるためには、
何をどのように説明したらよいでしょうか。本日の体験から気付いたことをお教えく
ださい。
12　この公園に足りないものは何でしょうか。
13　母国はどこですか。
